
被災地市町村職員への支援内容

●被災状況及び対策の現状、不足情報の把握
●支援体制の見える化※1

市町村および支援チーム等
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被災地市町村職員への支援内容

●被災状況及び対策の現状、不足情報の把握
●支援体制の見える化※1

市町村および支援チーム等
●各調査の整理や準備
●調査後の統計処理・課題抽出
●経常業務再開と被災者支援の両立を目指した
ロードマップ案作成※2



※２ 経常業務再開と被災者支援の
両立を目指したロードマップ案作成

被災地市町村のロードマップ ●項目ごとに今後の予定を落とし込む
（新規、再開、休止について判 断
する）

↓
●全体像を把握できる

↓
●中長期的な見通しを立てること
ができる
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被災地市町村職員への支援内容

●被災状況及び対策の現状、不足情報の把握
●支援体制の見える化※1

市町村および支援チーム等
●各調査の整理や準備
●調査後の統計処理・課題抽出
●経常業務再開と被災者支援の両立を目指した
ロードマップ案作成※2

●支援チームへの情報提供・情報共有
●対策調整会議の準備・記録等



保健福祉局

・市としての

総合的な判断
と方針決定

総務・人事担当

派遣元自治体の本庁部門における
支援体制
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派遣元自治体の本庁部門
における支援体制

●作成時期：派遣開始後10日目頃
●目 的：派遣元自治体と派遣チームが進捗状況を共有

し、被災地の支援活動を円滑に行う

作業リスト（神戸市のロードマップ）



活動にあたり難しかったこと
・公衆衛生部門を統括する組織体制の把握
本市の組織を基準とした勝手なイメージ（先入観）にとらわれ、被災地自治体の組織や
仕事の進め方を把握することに時間を要した
災害対策は平時からの予防対策の延長上にある。急な役割の変更は難しい。

・支援チーム※の実態把握
多種多様な支援チームの実態を把握することに時間を要した。また支援団体の体制や
支援の強み（職種・人数・支援期間等）が分からず、ロードマップの作成などの見える化
作業に時間を要した
（※DMAT、関西広域連合、JMAT、JRAT、人と防災未来センター、PCAT、日本財団、日本
ケアマネ協会、栄養士チーム）

・自己完結型支援の捉え方の違い
支援チームの中には、自己判断・完結型の支援を行っており、被災地自治体と一体となっ
た支援に結びついていないところがあった

・他の災害派遣から学んだ経験に固執し、手法が画一化される傾向

にあった
被害状況や社会資源等に合わせた柔軟な対応への理解が得られにくかった



次の災害に係る職員派遣への提言
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ご清聴ありがとうございました

阪神・淡路大震災1.17の集い


